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必然性の文学 一 ドイツ文学のばあい一 田 中
近代文学の意味 一十九世紀英文学ノー トー 荒 川
六十年代におけるロシヤ文学の特徴 熊 澤
ブイールデイングの芸術 一特に彼の小説観について一・・… ・長谷川














































































































サ ミュエル ・バ トラー考
トーマ ス マ ン と音 楽(上)










































































シューマン・「ミルテの花」訳詞抄 一附,歌 曲訳詞覚え書一・・板 倉 靹 音57




マ シ ュ ー ・ア ー ノル ドと ロマ ン テ ィ シズ ム
ENGLISHWORD-ORDER




















































































細 迫 朝 夫185
第10輯1954.12
トー マ ス ・ハ ー デ イ 「青 い眸 」 に於 け る好 情 性 松 岡 一 男1























































近 藤 晴 彦109
熊 澤 復 六145







川 越 淳 二1









家 族 にお け る伝 統 的 規 範 とそ の 崩壊
社 会 意 識 測 定 の た め の 尺 度 構成 に つ い て
"Value-Orientation"調査 の た め の 覚 書
一 パ ー ス ンズ の 「行 為 の 理 論 」 に 於 け る"PatternVari-
ables"へ一
西 ア フ リ カ農 耕 民 にお け る土 地慣 習 に つ い て 村 武 精
















































形式論理学 と弁証法との関係をめぐって 細 迫 朝
一最近の論争に対する批判一






























『処 女 とジ プ シ ー』 論
自 由 ・個 性 ・芸 術 一H・ リ ー ド


































『サ ン ト ー ル 』-LeCentaure‐



































































青 年T・S・ エ リオ ッ ト
シェイクスピア劇の自然的描写
ヘ ミングウェイの変化 一ヘ ミングウェイ論の(下)一 … … 百
リー ドと実存の二重性

























































































































































鑑 賞 ・ トー マ ス ・ハ ー デ ィー 「郷 人 の 帰 り」 と 「カ ス タ ブ






『キ ャザ リ ン ・マ ンス フ ィー ル ド」
一 そ の 生 活 と文 学 一
青 年T・S・ エ リ オ ッ ト(承 前)
ヘ ル マ ン ・プ ロ ッ ホ につ い て
松 岡 一 男85






























井 森 陸 平49
牧 野 由 朗73
コリオレイナスの孤高
横 山 将三郎97
千 葉 孝 夫107
第19輯1959.12
?





大 唐 三 蔵 取 経 詩 話 訳 注 心、
「言 語 に反 映 す る 思 考 の様 態 」 堀
ス ウ ィ フ トと人 間 性 一 「旅 行 記 」 第 四 部 を 中心 と して一 ・… 黒
"TheWoodlanders"を中・ら・と して 松














































































『虹』 につ い て



























































































































ベ レ ン ソ ン 「ル ネサ ン ス の イ タ リア 画家 」 荒 川
一 成 立過 程 の 考 察 一
J・ コ ンラ ッ ド"LordJim"につ い て 藤 田
‐Steinを中心 と して一
カ ン タベ リへ の 巡 礼 た ち 一(一)ヘ リー ・ベ イ リー一 … … 内
物 と動物 一 カ フ カ ・ノー ト(1)一 合

















人間 性 の 限界 に就 い て(そ の 一)










渡 辺 克 巳424
大河内 了 義436
第24輯1963.2
DoctorFaustus試論 一 言 語 と表 現 の 立場 か ら一
リチ ャー ドニ 世 の 悲 劇
認 識 者 と行 動 コ ンラ ッ ドVictoryにつ い て
TheLostGir1覚書














































「人 間性 の限 界 につ い て」 そ の ニ
ー キ ル ケ ゴー ル と レ ッシ ン グー
トー マ ス ・マ ンの パ ロ デ ィー

































上代 語 に於 け る数 詞 ・助 数 詞 の 孜 津 之 地
一イ寸,万 葉 集 の 漢 数 字 の 訓 法一
千 五 百番 歌 合 の 原 本 に つ い て 久 曽神
林 琴 南 一 翻 訳 活 動 と評 論 活 動 を通 して一 今 泉
カ ノ ンの 従 者 の 話 一 カ ン タベ リへ の 巡 礼 た ち(二)一 … … 内 田
シ ェ クス ピア の 歴 史 劇 につ い て 松 岡
プ ロ メ シ ュー ス の 主 題 に よ る 三つ の変 奏 田 崎
ペ イ ター と ロ コ コ芸 術 一 「宮 廷 画家 ワ ッ トー 」 につ い て ・… 荒 川
《HeartofDarkness》に於 け る コ ンラ ッ ドの 意図 につ い て ・・… ・藤 田
反 復(そ の一)一 「セ ン ト ・モ ー ア」 再論 一 岩 田
SisterCarrie論(1)-humanityの考 察 一 毛 利
リル ケ の 「時 禧 詩 集 」 に於 け る 詩 的 空 間 に就 い て 向 井
二 十 世紀 芸術 史 に お け る アポ リ ネー ルの 位 置 大 槻

































































志摩漁村の研究 一序説覚書(1)一 川 越 淳 二1
志摩漁村浜島における漁業生産構造の変容(1)島 本 彦次郎21
一経営主体としての漁業組合の部落共同体的性格一
志摩漁村浜島における漁業生産構造の変容(II)牧 野 由 朗59
一真珠産業の浸透 と漁業組合一
伊勢湾周辺に於ける中世仏教の伝流(第 二回)鈴 木 泰 山99
一特に志摩 ・知多 ・渥美三半島を中心として一
外蒙王公の封爵取消問題 一チェリン ・ドルジの場合一 ・・… ・西 川 孝 雄121





天草本伊曽保物語における助動詞 「ウ」 と 「ウズ」について・・中 出





















事物と詩(リ ルケに於ける犠牲の意味)玉 置 保 巳135
二十世紀芸術史におけるアポリネールの位置(II)(承前)… ・大 槻 鉄 男155
第29輯1965.2
シェイクスピア批評史と17世紀
RomeoandJulietにお け る 「大 地 」 の イ メ ジ とProserpina的
要 素 につ いて





















ロ バ ー ト ・エ イ ム ズ の役 割














































ふたつの復讐悲劇 一無神論者の悲劇 復讐者の悲劇 田
H・ウォルポール 「オトラント城」における時代性 清




































"TheBulwark"の思 想 的 背 景
T.S.エリオ ッ トにお け る生 と死

























































































人間の住み処 (シュ テ ィ フ ター とゲ ー テ に つ い て)
「エ デ ィ プス とス フ ィ ン クス 」 に つ い て
一 ホ ー フマ ンス ター ル 覚 書(皿)一
ス タ ン ダー ル とデ ス チ ュ ッ ト ・ ド ・トラ シー
"AriettesoubheesI"と"IV"につ い て
F・ モ ー リヤ ッ クの小 説 に お け る 動 物 と植 物(1)






































清 ・越南(ビ ェトナム)関係の成立 鈴 木 中


































カ ン タベ リへ の 巡 礼 た ち(そ の 五)一 騎 士 の 話(補)一 ・・… 内
ギーズ公爵の悪
ウ ィ リア ム ・ベ ッ ク フ ォー ドの 『ヴ ァテ ッ ク』 に つ い て ・・… ・清
ニューマンの文体観
ペ イ ター の イマ ジ ナ リー ・ポ ー トレ イ ッ
ー 主 人 公 の 死 をめ ぐって一
「ハ ワー ズ ・エ ン ド」 につ い て





















































Stendha1の《長 編 》 と 《短 編 》 と
《L'Unionlibre》に つ い て
F・モーリヤックの小説における動物 と植物(II)
シ ュ テ ィフ ター の 世 界

































































『機智 と歓楽,又 は憂 」掃の丸薬』(六巻)に ついて… … ・三 井
一英国王政回復期の歌謡の集成一
クレアラ・リーヴの 『老英国男爵』について 清 水








































文字詞の性質 堀 井 令以知49
ロドリゲス 「日本大文典」における疑問表現と仮定表現… … 中 出 惇77
一特に推量表現を含む場合一
梶井基次郎論 玉 置 保 巳99
第38輯1969.3
トー マ ス ・リ 吻ー ン ドの 『ソ ー ル ズ ベ リ ィ伯 ロ ン グ ス ウ ォー


























EmilyDickinsonの詩 を ど う読 む カ
ー`BecauseIcouldnotstopforDeath'の場 合一
トマ ス ・パ ー シ イ所 有 の 二 つ 折 判 稿 本(英 文)




































































































































































































.DerNachsommer"の倫 理 と 美 一











































ジ ョー ジ ・ハ ー バ ー トと信 仰 詩 一 ダ ンか らハ ー バ ー トへ 一 ・・榎
万葉集の陳述副詞
神 田 孝平 の民 選議 院 論 をめ ぐ って(二)
















































加 藤 俊 夫1
千 葉 徳 爾29
言語学における比較の意味
「美 」 と 「愛 」 と 「真 」
一 ジ ョー ジ ・ハ ー バ ー トの 詩 的 態 度 と"Jordan"Poems
をめ ぐって 一
SawlesWardeにお け る冠 詞 に つ い て 伊 藤 忠 夫133


























F・ モ ー リヤ ックの 小 説 に お け る動 物 と植 物(IV)










































柳 田 国 男 稿 「イ ン ドネ シ ヤ の こ と」 に つ い て 千 葉 徳

















千 葉 徳 爾17
「ヴ ュ ル ツ ブ ル グの 宣 誓 」(1165年)につ い て
LoveandSqualorinSalinger































C・F・ マ イ ア ー の 拝 情 詩































ーリエン政策 一ロンカリア立法(1158年)をめぐって一・・北 嶋 繁
漢代の鉄器について 一中原出土の農工具を中心に一 井 口 喜
第51輯1974.3
鈴 木 中 正1
田 暗 哲 郎43
雄77
晴111
近代 日本の常民的労働組織とその地域的展開 千 葉 徳 爾1
一民俗面か らのアンケー ト調査を通 じて一
ゲーテのバラー ド 『コリントの花嫁』をめ ぐって(そ の一)… 河 野 眞33
一16一
文学論叢目録(第1輯 ～第100輯)
子 音 と子 音 と の 間 に あ る母 音b,bと 子 音P,.nと の 結 び つ
き につ い て
W.Faulknerにお け るbalance
佐々木 秀 矢104
米 本 義 孝132





日本 人の 沐 浴 習 慣 の変 遷 につ い て(そ の 二)
一 江 戸 時 代 にお け る沐 浴 習 慣 一













































































































ドロ ス テ=ヒ ュ ル スホ フ論
『ラモーの甥』の物真似描写について














「守武千句」考証(そ の三)一 第一 百韻一
エ ドワ ー ド ・ガー ネ ッ ト(一)
ハ ム レ ッ ト
形 成 期 の ジ ョ ン ・キ ー ツ(そ の 二)
子 音 と子 音 と の 間 に あ る母 音b,bと 子 音P,.nと の 結 び つ















































































































































過程と体系 一構造的方法について一 高 橋







































































マルブランシュにおける純粋知覚について 奥 村 敏1
「聖ヤコブの手」をめぐって 北 嶋 繁 雄25
一 シュタウフェル朝皇帝権の一側面一
「守武千句」考証(そ の六)一 第五竹何百韻一 沢 井 耐 三55
朝鮮語の表記について 一その歴史的変遷一 陶 山 信 男113
フランシスコ ・サヴィエル伝説 河 野 眞155
一 ドイツ民衆バロックにかんする思考モデルの試み一
カミュ 『異邦人』 における 「無関心」 鈴 木 忠 士217
『イオーヌィチ」 にみるチェーホフの手法 中 田 甫257






































海 老 澤 善 一1
奥 村 敏45
万葉集巻七讐喩歌孜
「守 武 千 句 」考 証(そ の 八)一 第 八 霜 何 百 韻 一
ゲ ー テの バ ラ ー デ 『不 実 な若 もの 』 を め ぐる諸 問 題(中)… ・・河
一 ドイツ ・バ ラー デ史 へ の 方 法 論 の た め に一
イ ワ ンIV世雷帝 がA・ クー ル ブ ス キ ー に与 え た1564年の 書 簡 ・・佐 々 木 秀 夫320
電 算 機 に よる そ の 分 析 と綜 合 そ の4
《CREDIF》の 語 学 教 育(そ の一)崔 応 斗338
BirthdayPoemsに見 るDylanThomas川 野 美智 子358


















































































虚構の祭典 植 屋 春 見259
一近代オリンピアは,果 して 『政治のごまかし』 と 『ド
ルの力』から自由でありうるのか一





















































西 洋 文 学 にあ らわ れ た 神 の イ メー ジ










































基 本語 彙 につ い て 一 日本 語 の 住居 に 関 す る もの一
キ ー ッ と 『リア 王 」(そ の 一)





































実朝の心的風景(そ の四)一 「金椀集」秋の部,上 一・… … 黒


























田 暗 哲 郎1
一中世歴史思想の比較の試み一
「守武独吟俳譜百韻」考証(そ の一)
北 嶋 繁 雄23
九
一 意 識 の 悲 劇一
一 トラ ー クル の 詩 「滅 び」 につ い て一 … ・竹
イ ワ ンIV世雷 帝 がA・ クー ル ブ ス キ ー に与 え た1564年の 書 簡 ・・佐 々 木
電 算 機 に よ る そ の分 析 と綜 合 そ の9
AStudyoflnterruptionsofBroadcastPhone‐inProgrammes・・中 野
「処 女 と ジ プ シ ー 』 論 考 一 逃 亡 の 賞 讃 一 山 田

















































機能 藤 田 佳 久342





『訓 民 正 音 』 研 究(其 二)
カ ン タベ リへ の 巡 礼 た ち(そ の 七)
‐TheC亘erk'sTale(二)一
貸 本屋 の終 焉 一 イギ リス 文 化 史 の 一 面一 清 水
フ ォー ク ナ ー 『熊J一 文 明 の 原 理一 山 口 隆
亀 裂 の生 じた 円環 一 カ フ カの 文 学 的 背 景 ・素描 一 竹 中 克
嬰 児 殺 害 とそ の 周 辺 一 近 代 以 前 の ドイ ッ刑 法 と文 学一 … … 河 野
イ ワ ンIV世雷 帝 がA・ クー ルブ ス キー に与 えた1564年の 書 簡 ・・佐 々 木 秀
電 算 機 に よ るそ の 分 析 と綜 合 そ の10
AComparisonoftheUseofModalPredicatesbyScottish
ChildrenandAdultForeignLearners中 野
初 期 話 劇 の 女 形 一 中 国 話 劇 史研 究 札 記(1)白 井
中 国語 動 詞 にみ られ る い くつ か の カテ ゴ リー 荒 川













































一 第 四 姉 何 百 韻後 半一 ・・… ・・沢
一 パ ッ シ ョン と非 パ ッシ ョンー ・… 山
イ ワ ンIV世雷 帝 がA・ クー ルブ ス キー に与 え た1564年の 書 簡 ・・佐 々木


























































































田 焙 哲 郎119
一三河国額田郡本宿村宇都野氏の場合一
マルブランシュの創造論(二)
ホ ガ ー ス ・プ レス(一)














































































































































文明新戯 と現代話劇の劇本 一中国話劇史研究札記(2)・… ・白








































フ ォー クナ ー の イ メ ヂ ャ リ ー 一 兵 士 の 給 与 一(1)




















































































































































































JamesHarrisのHermes(1751)にお け る言 語 論(一)
デ ィ ラ ン ・トマ ス の 詩 一 箱 舟 は陽 に歌 う
聖 餅伝 承 と その巡 礼 地 形 成 史 に 占め る位 置 につ い て
m.バ ウア ラ イ ス理 論 の 再 評 価 の た め に(上)一
カ ン タベ リへ の 巡 礼 た ち(そ の 九)内 田 武
一 英 国 の 巡礼 地 と聖 者 た ち(2)一





































中世の渥美郡高師郷について 一故歌川教授に捧げる一… … 福 田 以久生1
関所配備網に見る 「関東御要害」体制(下)渡 辺 和 敏31
外材卓越下における山村の変貌と林業地域の再編成 藤 田 佳 久67
労働の社会理論のために(二)古 賀 倫 嗣141
JamesHarrisのHermes(1751)における言語論(二)伊 藤 忠 夫165















































フ ォー クナ ー著 「響 き と怒 り」 論









































































































東 海 道 新 居宿 の機 構(II)
伽 河 の 開 竪 に つ い て(一)一 翁 大 立 ・傅 希 摯 ・紆 応 龍一 ・… ・谷






























「ギ ム ナ ジ ウ ム論 理 学 」 に お け る論 理 学 の 基礎 づ け の 問 題 … ・海老 澤
一 ヘ ー ゲ ル論 理 学研 究W一
パ ス トン家 文 書 に お け る 時 間算 定 法 伊 藤
仮 象 の 万 華 鏡 一 カ フカ に お け る言 語 の危 機 一 竹 中
Forstyrretafaltuvedkommende(1)安 藤
一Kierkegaard,KjerlighedensGjerningerのドイ ツ 語 訳 を
め ぐっ て
巡 礼 地 研 究 の諸 問 題 小 考(2)河 野






同 安 芳 雄290
一文章内における音声の組成 その基本的原理に関する
試行一[1]
フ ォー ク ナ ーの イ メヂ ャ リー
一 サ ー トリスー(2)
TheWhitePeacock論
山 口 隆 一318











枷河の開竪について(二)一 劉東星 ・李化龍 ・曹時聴一… … 谷



























サ ドと レチ フの 対 立 田 川 光 照390
-『 ジ ュス チ ー ヌ』と『ア ンチ=ジ ュ ス チ ー ヌ』一(そ の1)
フ ォ ー クナ ー の イ メヂ ャ リー 一 サ ー トリ スー(3)山 口 隆 一404
Hobbesの人 間 論(3)西 村 嘉 彦428
(鷺 縞撫 オトウェイ作 救われたヴェニス(または・
千 葉 孝 夫183









二つ の立 場 不 二 麿
一 法 然 の 専 修 念 仏 とそ れ に 対 す る批 判 をめ ぐ って一
文 体 と文 体 史 一 「た と え」 の 視 点 一 山 内 啓 介57
LordMonboddoの「比 較 言 語 学 」(2)伊 藤 忠 美85
Forstyrretofaltuvedkommende(H)安 藤 良 太162






一 『ジ ュ スチ ー ヌ』と 『ア ンチ=ジ ュス チ ー ヌ』一(そ の2)
會 津 伸188
田 川 光 照208
言語音の行動について 高 安 芳 雄246
一文章内における音声の組成:そ の基本的原理に関する'
試行一[2]
SonsandLovers論一昼と夜の調和を求めて一 山 田 晶 子264


































































新 津 嗣 郎189
新 形 信 和213





高 橋 秀 雄466
一 『ア シ ェ ッ ト辞 典』 序 文(ロ ラ ン ・バ ル ト)を 読 む一
ア ポ リ ネー ルの 青 春(II)そ の作 品 とス タ ヴ ロ(承 前)… … 尾 崎 昭 美498
田 川 光 照518












(翻訳)ト マス ・オ トウェイ作 救われたヴェニス(ま たは,
あば
暴 か れ た 陰 謀)
(翻訳)ル ドル フ ・ク リス/レ ン ツ ・レ ッテ ンベ ッ ク ドイ








































千 葉 孝 央273
ッの巡礼地(1)河 野










病 気 と言 葉 の 関係
一 日本 にお け る コ レラ流 行 と言 葉 に つ い て一































(翻訳)ト マス ・オトウェイ作 救われたヴェニス(ま たは,
あぱ
暴 か れ た 陰 謀)













千 葉 孝 矢71
ッの巡礼地(2)河 野













(翻訳)G.W.F.ヘーゲ ル ニュルンベルグ ・ギムナジウムに
おける第三回修業式式辞(1811年9月2日)海 老澤
(翻訳)レ ーオポルト・シュミット ゲーテと巡礼慣習… … ・河 野









































現実の夢,夢の現実 一志賀直哉,『濁った頭』をめぐって一 … 新
アポリネールの 「地帯」を読む(1)
サ ドと レチ フの 対 立
一 「ジ ュ スチ ー ヌ」と 「ア ンチ=ジ ュ スチ ー ヌ」一(そ の4)



























Chaucer'sBDandPF(1)Spe11ingsofthor(o)gh田 本 健 一272
言 語 音 の 行 動 に つ い て 高 安 芳 雄300
一文章内における音声の組成:そ の基本的原理に関する
試行一[4]
ハムレットの社会的な 「顔」 一ペルソナー その(三)… … 佐 野 俊 彦326












(翻訳)マ テ ィル デ ・ハ イ ン ドイ ツ民 俗 学 とそ の 方 法 … … ・河 野




















コ ン ク レー ト ・ポ エ ジー を読 む 一 あ る 「作 品 」 へ の 試 み 一 ・・土
Thesisoutline中
ThePrincess論一分断されたlntegrity一 山


























































































(翻訳)サ ドの政治パ ンフレットニ篇 田 川
一 『パリの一市民 よりフランス王への建白』『法の認可
方法についての意見書』一
(翻訳)マ ティルデ ・ハイン ドイツ民俗学とその方法 河 野






竹 中 克 英216
正 一 郎236
第88輯1988.6
『パ イ ドン』 最終 議 論(102a-107a)の一 解 釈(一)
ケ ネ ス ・N・ ウ ォー ル ッ の現 代 国 際政 治 認 識
一 構 造 的 リア リズ ム の展 開(1)
戸 塚 七 郎1
樋 野 芳 雄25
東海道新居宿の機構(IV)渡
通済新河の開馨について(二)谷
柳宗元の散文 『補蛇者説』における語気詞について 陶 山
小説の出版(六)一 イギリスー九世紀一 清 水




関東北部山間地域における 「まち ・むらづくり」 と生活圏・… 藤 田 佳
一関東北部山間地域の変容に関する総合的研究(その6)一 渡 辺 通
個人セラピーを受けながら平行 して複数回グループに参加 し
た一人の青年の成長過程に於けるグループ体験の意味… … 木 村
‐Acting-outを起こ したエ ンカウンター ・グループ事例
をとお して(1)一
(翻訳)ヘ ーゲル:ヤ コービ著作集第三巻 〔について〕(上)…海老澤 善


















































『パ イ ド ン』 最 終 議 論(102a-107a)の一解 釈(二)
小 説 の 出版(七)一 イギ リ スー 九 世 紀一

























現代中国語の造語カ ー 日本語における漢語との関連で一… ・荒 川
荒 川




(資〈史〉料)東 観音寺蔵 「式目井追加」について 福 田
(資〈史〉料)鈴 木梁満門人帳 田 崎
(翻訳)ヘ ーゲル:ヤ コービ著作集第三巻 〔について〕(下)…海老澤
(翻訳)グ スタフ ・グーギッッ 高地オース トリアの巡礼地
SergeGiunta250
河 原 誠 三郎268
尾 崎 昭 美300
知 念 広 真322
(1)河 野






































(翻訳)ヘ ー ゲ ル:哲 学 批 評 論 四 篇 海 老 澤















ヴ ァ ル タ ー ・フ ァ ル ク著 ハ ン ドブ ッ ク ・文 学 の 構
竹 中 克 英104
ジ ョ ォ ン=サ ー ス ク著1500-一1750年の イ ン グ ラ ン
ドに お け る農 業 地 域 と農業 史(5)有 薗 正 一郎120
第91輯1989.7
厳復の翻訳論
ドイ ッ近 代 詩 の 「永 遠 の ユ ダヤ 人」
LefranCaislangueetrang@readesgrandsgroupes
集 成 材 工 業 の 展 開 と集 成 材 製 品 の マ ー ケ テ ィ ン グ リサ ー チ ・… 藤 田
一 奈 良県 におけ る集 成材 生産 地域 との かか わ りに お いて一
高 齢 化 社 会 に お け る 「社 会 保 障 」 と 「社 会福 祉 」 の 教 育 内 容







(翻訳)ヘ ーゲル:哲学批評論四篇(続)海 老澤 善 一21
(翻訳)グ スタフ ・グーギ ッツ 高地オース トリアの巡礼地
河 野 眞96(3)
(翻訳) ヴ ァ ル ター ・フ ァ ル ク 著 ハ ン ドブ ッ ク ・文 学 の 構
成素分析(そ の7)
昭和63年度文学部卒業論文目録・文学会賞授賞卒業論文要旨










一 「波のむた靡 く玉藻」の担 うイメージー
大衆読者の成立 一貸本の社会史(一)一
渡 辺 和 敏37
北 嶋 繁 雄79




清 水 一 嘉141
SergeGiunta308
天
一 奈良 県 にお ける集 成材 生産 地域 との かか わ りに おい て一
(資〈史〉料)ConcerningDrRichardPonsonby.FaneandHis
Work(PartI)
(翻訳)プ ル タル コス 『コロ テ ス論 駁』(一)
藤 田 佳 久334
JohnHamilton282
戸 塚 七 郎177
一35一
(翻訳)ヘ ーゲル:懐 疑主義の哲学にたいする関係 海老澤 善 一197
一そのさまざまの形態の叙述,お よび最近のそれと古代
のそれとの比較(前)一
(翻訳)グ スタフ ・グーギッッ 高地オース トリアの巡礼地
(4)河 野
(翻訳)ヴ ァル タ ー ・フ ァル ク著 ハ ン ドブ ッ ク ・文 学 の 構
成 素 分 析(そ の8)
眞244























































日中否定表現の相違点 張 士 軍262
現代演劇における 「語 り」の再生序論(2)四 方 農280
集成材工業の展開 と集成材製品のマーケテ ィングリサーチ
(その3) 藤 田 佳 久300
一奈良県における集成材生産地域とのかかわりにおいて一
(翻訳)プ ルタルコス 『コロテス論駁』(二)戸 塚
(翻訳)ヘ ーゲル:懐 疑主義の哲学にたいする関係 海老澤
一そのさまざまの形態の叙述,お よび最近のそれと古代
のそれとの比較(後)一
(翻訳)ヘ ドレイ ・プル:世界政治における秩序の概念・… … 樋 野





竹 中 克 英170
? 第94輯1990.7
大 衆 読 者 の成 立 一 貸 本 の 社 会 史(三)一
古 典 劇 に お け る 歌 謡 の使 用 とそ の 背 景
一 ゲ ー テ ・シ ェ イ クス ピア ・モ リエ ー ルー











社 会 科 学 的 に み た 「近 代 民 主 主 義 」社 会の 教 育 内容 の 一 考 察 ・・森 川




(翻訳)プ ル タ ル コ ス 『コ ロ テ ス 論 駁 』(三)戸 塚 七 郎97
(翻訳)ヘ ー ゲ ル:ハ ー マ ン著 作 集(第 一 編)海 老 澤 善 一117
(翻訳)ヴ ァ ル タ ー ・ フ ァ ル ク 著 ハ ン ドブ ッ ク ・文 学 の 構








一 モ チ ー フ と方法
一貸本の社会史(四)一

























徳 川思 想 研 究 序 説(一)
(翻訳)プ ル タ ル コ ス 「コ ロ テス 論 駁』(四)




















(一)浜 本 正 文107
(翻訳)ヴ ァル タ ー ・フ ァル ク著 ハ ン ドブ ッ ク ・文 学 の 構
成素分析(そ の11) 竹 中 克 英146
第96輯1991.3
『坊つちゃん』 一面白さの構図 秋 山 公 男1
万葉集巻三,二五二番歌をめぐって(一)和 田 明 美21
-「 あま」卑賎説への疑問一
大衆読者の成立 一貸本の社会史(五)一 清
芥川龍之介 「開化の良人」を読む 一ブラウニング ・漱石一 ・・鈴
ゲーテとシラーの酒讃歌
豊 川 流 域 の ヒ ガ ンバ ナ 自生 地 に関 す る 補 説
ProblemsintheDevelopmentofForestResourcesinJapan・… ・藤
(資〈史〉料)山 西 省 二於 ケ ル村 政 ノ研 究 谷
一 東 亜 同 文書 院 『支 那 調査 報 告 書』 一




















グ ス タ フ ・グー ギ ッツ 高地 オ ー ス ト リア の 巡 礼 地
ヴ ァ ル タ ー ・フ ァ ル ク 著 ハ ン ドブ ッ ク ・文 学 の 構
成素分析(そ の12)
河 野 眞186









(翻訳)ヘ ーゲル:ハ ーマン著作集(第 二編)
(翻訳)D・H・ ロレンス 「不倫」第六,七 章
(翻訳)ヴ ァルター ・ファルク著 ハンドブック ・文学の構
成素分析(そ の13)
















































竹 中 克 英192
143
第98輯1991.10
「社 会 科 日本 史」 の 可 能 性


























































(翻訳)ヘ ーゲル:ハ ーマン著作集(第 二編 ・続)





ヴ ァ ル タ ー ・フ ァ ル ク著 ハ ン ドブ ッ ク ・文 学 の 構
成素分析(そ の14)
河 野 眞104





































フ ォー クナ ー の 文 学 観2
LettersRepresentingDentalSpirants
-th,d,6,♪andy-一
環 境 問 題 をめ ぐ る法 と業 者 そ して 行 政 の 対 応 一 産 業 廃 棄 物
埋 め 立 て 処 分 場 建 設 を例 と して一 樋 口 義
(翻訳)D・H・ ロ レ ン ス 『不 倫 』 第 十 一,十 二 章 山 田 晶




(翻訳)ヴ ァ ル ター ・フ ァル ク著 ハ ン ドブ ッ ク ・文 学 の 構






竹 中 克 英140
第100輯1992.7
文学論叢第百輯刊行にあたって











フ ォー クナ ー の 文 学 観3
稀 観 本 ・ロ ビ ン ソ ン画 「シェ イク ス ピアの 十 二 夜 」 につ い て ・・平
















































































































マ ンメ ジ ャ リ ン グ ー 日常 生 活 にお け る 人 間の 行 動 心 理 学 一 ・・樋
(翻訳)D・H・ ロ レ ン ス 『不 倫 』 第十 八,十 九,二 十 章 ・… ・山
(翻訳)ヴ ァル タ ー ・フ ァ ル ク著 ハ ン ドブ ッ ク ・文 学 の構



































































































ゲ ー テ のバ ラ ー ドに つ い て 一1797年の作 品 を 中心 に一 ・・80
晩年のゲーテのバ ラー ド
18世紀 の ドイ ツ詩 に み るJ・J・ ル ソー
ドイ ツ近 代 詩 の 「永 遠 の ユ ダヤ 人 」91
絵 画 か 合唱 か 一 ヘ ル ダー の 「創 造 の歌 」 につ い て一 … ・94
ゲーテとシラーの酒讃歌
マクベスよりマクベ トへ































秋 山 公 男
「坊つちゃん』
『坊つちゃん』



















































荒 川 龍 彦
近代文学の意味 一十九世紀英文学ノー トー


















ペ イ ター と ロ コ コ芸 術 26
1-261957.12
221-2411962.2
一 「宮 廷 画 家 ワ ッ トー 」 につ い て
シ ェ イ クス ピア批 評 史 と17世紀
























七(翻訳)ジ ョォ ン=サ ー ス ク著1500-一1750年の イ ン グ
ラ ン ドにお け る農 業 地 域 と農業 史(2)87
(翻訳)ジ ョォ ン=サ ー ス ク著1500-1750年の イ ン グ
ラ ン ドにお け る農 業 地 域 と農業 史(3)88
(翻訳)ジ ョ ォン=サ ー ス ク著1500～1750年の イ ン グ
ラ ン ドにお け る農 業 地域 と農業 史(4)89
(翻訳)ジ ョ ォン=サ ー ス ク著1500～1750年の イ ン グ
ラ ン ドに お け る農 業 地 域 と農業 史(5)90
豊 川 流 域 の ヒガ ン バ ナ 自生 地 に 関 す る補 説96
ヒ ガ ンバ ナの 渡 来 に 関 す る諸 説100




,KjerlighedensGjerningerのド イ ツ 語
訳 を め ぐ っ て
Forstyrretafaltuvedkommende(II)・・・・・・ ・・・・・・・・・…81
‐Kierkegaard,KjerlighedensGjerningerのド イ ツ 語
























































シ ュ ー マ ン ・ 「ミル テの 花 」 訳 詞 抄








伊 藤 忠 夫
ThePeterboroughChronicle(1070-1154)にお け る
Auxiliaries........................................38








SawlesWardeにお け る 冠 詞 に つ い て
TheOwlandtheNightingaleにお け るinfinitive
VespasianPsalterGlossにお け る 冠 詞 に つ い て
JamesHarrisのHermes(1751)にお け る 言 語 論(一)・ ・…75
にお け る 言語 論(二)・ ・…76
にお け る 言 語論(三)・ ・…77







LordMonboddoの「比 較 言 語 学 」(1)








稲 垣 不 二 麿
二つの立場
一法然の専修念仏 とそれに対する批判をめぐって一





























井 口 喜 晴
古墳の発生をめぐって 一国内的契機からみた西嶋説一・・47
漢代の鉄器について 一中原出土の農工具を中心に一・…50
今 泉 潤 太 郎
「小二黒結婚」の文体について
林琴南 一翻訳活動 と評論活動を通して一
















D・H・ ロ レン ス の 「狐 」 につ い て
「セ ン ト ・モ ー ア」 の 評 価
反復(そ の 一)
花 と動 物

























































内 田 武 彦
カ ン タベ リへ の 巡 礼 た ち 一(一)ヘ リー ・ペ イ リー一 ・・22・23
カ ノ ンの 従 者 の 話 一 カ ン タベ リへ の巡 礼 た ち(二)一 …26
カノンの従者の話(補)29
一カンタベリへの巡礼たち(三)一






































梅 田 倍 男
Subjunctive-equivalentに就 い て












榎 本 和 義
ジ ョー ジ ・ハ ー バ ー トと信 仰 詩
一 ダ ンか らハ ー バ ー トへ 一
「美 」 と 「愛 」 と 「真 」
45





1・A・ リチ ャ ー ズ の 文芸 批 評 理 論 につ い て の 覚 書 … …56・57335-342
一 伝 達 論 の構 造 を 中心 に一
1976.11
















































(翻訳)ヘ ー ゲ ル ヤ コ ー ビ著 作 集 第 三 巻 〔に つ い て 〕(上)・88























(翻訳)ヘ ーゲル:ハ ーマン著作集(第 一編)94
(翻訳)ヘ ーゲル:ハーマン著作集(第 二編)97








大 礒 義 雄
芭蕉の東下とト宅と木橦吟成立の異説 71 77-971982.11











一 .DerNachsommer"の倫 理 と 美 一
43 119-1351970.3
大 島 立 子
元朝世祖朝の尚書省 90 1-251989.3
大 槻 鉄 男
「イ リ ュ ミナ シオ ン」 の世 界 一 幻 想 詩 の問 題 一25
二 十 世 紀 芸 術 史 に お け る ア ポ リネ ー ルの 位 置26
-一 .《Zone》の成 立一
二 十 世 紀 芸 術 史 にお け る ア ポ リネ ー ルの 位 置(II)(承前)・・28
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木 村 和 夫
(共著)英 語聞 き取 りの誤 り分析(一)
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一 『ル ネ サ ンス』 を 中心 と して一
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ペ イ ター の 「時 間 」 に つ い て49
ペ イ ター の ギ リ シ ャ神 話研 究 に つ い て56・57
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佐 野 俊 彦
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"Value-Orientation"調査 の た め の覚 書13・14153-1781957.3







清 水 一 嘉
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ウ ィ リ ア ム ・ベ ッ ク フ ォ ー ドの 『ヴ ァ テ ッ ク』 に つ い て ・・33・34
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エ ドワー ド ・ガ ー ネ ッ ト(二)56・57







ホ ガー ス ・プ レス
ホ ガー ス ・プ レス
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辞 書 の問 題82・83
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RomeoandJulietにお け る 「大 地 」 の イ メ ジ とProserpi.






































一 『ジ ュ スチ ー ヌ』 と 『ア ンチ=ジ ュ ス チ ー ヌ』 一
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一 日英 両 語 の住 居 に関 す る もの 一 ・…60




















































































トマ ス ・オ トウ ェ イ作 救 わ れ た ヴ ェ ニ ス(ま
183-2441985.12
トマ ス ・オ トウ ェ イ作 救 わ れ た ヴ ェ ニ ス(ま
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コ ン ク レー ト ・ポ エ ジ ー を読 む
一 あ る 「作 品 」 へ の試 み一










































































万葉集の 「たま」について 一その語を含む枕詞孜一… ・62
万葉集の 「こころ」孜 一国語学的視点より一67
洞 野 修 一
王陽明 一朱子との認識論的比較考察一 27
戸 塚 七 郎
『パ イ ドン』 最 終 議 論(102a-107a)の一 解 釈(一)… …88
『パ イ ドン』 最 終 議 論(102a-107a)の一 解 釈(二)… …89
(翻訳)プ ル タ ル コ ス 『コ ロ テ ス 論駁 』(一)92
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(翻訳)プ ル タ ル コ ス 『コ ロ テ ス論 駁 』(三)94
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『キ ャザ リ ン ・マ ンス フ ィー ル ド』
一 そ の生 活 と文 学一








新 形 信 和
.Novalis"と死 の 体験 に つ い て の覚 書















現 実 の夢,夢 の現 実86
一 志 賀 直 哉 ,『濁 っ た頭 』 を め ぐって一
ホ ー フマ ンス ター ル あ る い は近 代 の崩 壊(一)89

















































一 ス ヴ ェ ン ス カの 印 象一
学 聖 「ヤ コブ ・グ リム」




死と狂気の歌 一 ゲ オ ル ク ・ハ イム論 一










批 評 をめ ぐる二 つ の デ ィス クー ル(上)
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自 由 ・個性 ・芸術
リー ドと実 存 の二 重 性
J・ コ ンラ ッ ド





認 識 者 と行 動 コ ン ラ ッ ド:Victoryにつ い て24
《HeartofDarkness》に於 け る コ ンラ ッ ドの 意 図 に つ い
て26



































































(共著)関 東北部山間地域における 「まち ・むらづ くり」
と生活圏88











































細 迫 朝 夫
ヘーゲルの 「市民社会」観について1






























































































松 岡 一 男
トー マ ス ・ハ ー デ イ 「青 い 眸 」 に於 け る拝 情 性10
英 独 語 の 表現 比 較 に関 す る一 考 察13・14
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タブ リ ッジ の市 長 」
"TheWoodlanders"を中心 と して
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向 井 忠 通
リルケの 「時禧詩集」に於ける詩的空間に就いて
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一 きつ ね の 象 徴 の 二 面性 につ い て一
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和 田 明 美
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